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高校教員が希望する情報科学の話題

　出張講義では，事前に高校側に講義テーマの希望を尋

ねる．津田塾大学の場合，「情報検索とデータベース」，

「コンピュータとアルゴリズム」，「自然言語処理」などの

約 10個のテーマを示し，その中から高校教員に選んで

もらうというかたちで希望を尋ねている．一方，高校

では情報科学の出張講義を進路指導の一環，または教科

「情報」の一部として扱うことが多い．どちらにしても，

高校教員に人気のある，正確にいうと，高校教員が考え

る高校生が興味を持つと思うテーマは，「コンピュータ

グラフィクス」と「シミュレーションの世界」であること

が多い．

　高校での授業は 1回 40～ 60分と短く，大学の授業

内容をそのまま話すということはしていないが，講義テ

ーマの候補リストには，大学での開講科目とかかわりの

あるテーマを含めてある．が，高校教員は，女子高校生

は「コンピュータはつまらない」「コンピュータは関係な

い」と考えていると感じているので，絵があって面白そ

うに見える「コンピュータグラフィクス」，数学と関係の

深い「シミュレーションの世界」というテーマを希望する

ようだ．大学では情報科学のどのような分野が学べるか，

今，社会でどのようなことに情報通信技術が使われてい

るかという説明は，あまり期待されていないような印象

を受ける．出張講義先で他大学の他分野と一緒になる

と，環境問題，生命倫理といった社会で最近話題になっ

ているテーマで話していることをよく見かける．しかし，

「Webの将来」といった情報科学分野で最近話題になっ

ているテーマを高校が希望してくることは少ない．おそ

らく，高校教員は情報科学分野で話題になっていること

を知らないか，あるいは関心がない人が多いからなので

はないかと想像する．

女子高校生は理数系が「できない」の
ではなく「選ばない」

　どうして，高校教員が情報科学に関心が薄いかという
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と，答えは簡単で，情報科学関連学科受験希望者が少な

いからである．大手予備校が毎年発表している，分野別

受験者数を見てみると，ここ数年，情報系の受験希望者

は男女共に減っている．また，2006年度の大学学部工

学系での女子学生の割合は 10.5％である 1）．また，高校

3年生の将来の職業に関する意識調査では，男子が大学

教授・研究者，システムエンジニアなど研究・技術系の

職業を多くあげている一方，女子では，保育士，看護師

などが上位を占めており，技術系の職業がほとんど挙げ

られていない結果となっている．これは，技術系の職業

を知る機会がないか，知っていても，魅力を感じず，き

つくて暗い仕事というイメージを持っているためだと思

う 1）．

　一方，OECDが，2003年に 15歳の生徒を対象に行

った学習度到達度調査（PISA2003）によれば，日本にお

いては，読解力部門では 22点差で女子の平均点が高く，

統計的に有意な差が見られた 2），3）．数学的リテラシー

部門および科学的リテラシー部門では，それぞれ男子

の平均点が 8点差および 4点差で女子を上回っている．

この日本での 3部門の差はどれも，調査対象 44カ国の

男女差の平均より小さい（図 -1，図 -2）．特に，数学的
リテラシー部門および科学的リテラシー部門の差は統計

的に有意でないほど小さい．前回の調査，PISA2000の

科学的リテラシー部門では女子のほうが 7点差で男子

を上回っていた．これらから，日本においては，15歳

の時点では理数系の成績の男女差はほとんどないことが

図 -1　PISA 2003 数学的リテラシーにおける各国男女別平均
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図 -2　PISA 2003 科学的リテラシーにおける各国男女別平均
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分かる．それにもかかわらず，18歳の時点では，情報

通信分野を含む理工系への進学者に女性が占める割合が

1割程度に減少している（図 -3）．進学希望者が多い分野，
女子高校生がその分野の仕事に就きたいと考えている分

野については，高校教員も関心がより深く，大学で講義

している内容を伝えるような出張講義を期待するのだろ

う．一方，進学希望者があまりいない情報系の出張講義

には，女子高校生のコンピュータへの苦手意識をなくし

てほしい，あるいは他の分野のためにコンピュータを道

具としては使えるようにしてほしい，という期待をされ

ているような印象を受ける．

IT業界の女性人材不足の原因

　このように，情報通信分野の仕事に向いているかもし

れない，数学・科学のできる女子中高生が情報系に進学

する可能性が低いことが，IT業界で活躍する女性が少な

いことの最大の原因なのではないか．確かに，大学や企

業において，女性が働き続けることを支援する制度の改

善は必要であるが，きつい仕事というだけで，女性がす

べての理系分野を避けているわけではない．

　文部科学省では，2006年度から，科学技術振興調整

費の新たなプログラムとして「女性研究者支援モデル育

成」を設け，情報系に限らず，理系全般で女性研究者が

研究を継続するための取り組みを支援している 4）．各取

り組みの報告を読むと，同じ理系でも分野ごとに状況は

大きく異なり，情報系が含まれる工学系，理工系での女

性参加は，最低レベルに位置している．

　たとえば，医学部の学生に女性が占める割合は，すで

に 50％近くに達している（図 -3）5）．それでも，研究者

に女性が少ない，医者を辞める 30代，40代の女性が多

いという課題を抱えており，産休育休制度，職場復帰制

度の整備が進められている．医学保健系では，女性の働

く環境整備が効果をあげる時期は非常に近いのではな

いかと思う．医学保健系ほどではないが，生物化学系も，

大学進学者や専門職に女性が占める割合が情報系より高

い．こちらでは，子どものいる研究者が，実験の時間を

十分に確保できるよう，育児期間中の研究補助員の雇用

や，在宅勤務環境などの制度整備も進められている．実

験が多いという専門分野の特徴に合わせて，キャリアを

育児休暇取得中に中断しなくてすむような工夫が試みら

れている．つまり，医学，生物，化学系は，決して「楽な」

分野でないにもかかわらず，若い研究者に女性が占める

割合が情報系より高く，女性研究者のニーズに合わせた

支援態勢の整備が進みつつある．

　一方，情報系の場合，産休育休制度や在宅勤務などの

制度の整備も当然必要だが，それだけでは女性の研究者

や技術者の増加は期待できない．なぜなら，そもそも，

そのような支援制度の対象となる年代で研究者や専門家

を目指している女性の数が圧倒的に少ないからだ．情報

科学分野の場合，女性の若手研究者へのサポートだけで

なく，中学生，高校生といった，まだ進路選択をしてい

ない層を対象に情報通信分野のイメージアップをはかり，

情報系の仕事に興味や関心を喚起することが必要である．

医学や生物には，子どものときからその分野に興味を持

図 -3　2005 年度 学部別女子学生比率
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っていたという女性がいるが，コンピュータやインター

ネットに興味を持っていたという女性はほとんどいない．

今の中高年が子どものころ，コンピュータは身近になか

ったので，大学に入ってから，または社会に出てから興

味を持った人がほとんどなのは当然のことでもある． 

だがそれにしても，今の女子大学生に子どものころから

コンピュータやインターネットに興味をもって情報系学

科に進んできた者がほとんどいないことは重大な問題で

あると言わねばならない．このまま，情報通信技術分野

の仕事やその社会的役割を知らない中高生が多いままで

は，情報科学を学ぶ女子大学生が少ないという現状を変

えていくことはできない．変わらないどころか，身近に

情報系の仕事で活躍する女性，すなわちロールモデルと

なる女性がいないという現状のために，情報系の志願者

に女性が占める割合がさらに減少する可能性がある．

今，できること

　このような現状を改善するために，個人や小さな大学

でできることは限られている．

　たとえば，出張講義の場合，高校が希望するテーマを

担当する教員の都合がつかないため，高校側が希望しな

いテーマで出張講義を行うということも多い．そういう

機会をとらえて，いま話題になっているニュースの裏で

情報通信技術がどのような役割を果たしているか，そし

て，情報通信技術がこれからの社会にいかに重要な影響

を与えていくかといった点について話をしていくように

している．たとえば，Googleの AdWordsのようなクリ

ック型広告の仕組みや，社会保険庁年金記録問題などを

取り上げて情報通信技術の社会的意義に触れてきた．ま

た，高校生向けの大学紹介パンフレットでは，卒業生の

インタビューを通じて，具体的にどんな勉強をし，どん

な仕事ができるようになるかを同世代の言葉で話しても

らうようにしている．

これから，すべきこと：女子中高生に
情報系の仕事の社会的役割を伝える

　現在，学科全体で行える出張講義は年十数回程度で，

講義 1回ごとの女子高校生平均参加者数は十数人程度な

ので，統計数値に反映されるような効果はあまり期待で

きない．それでも続けているのは，より多くの個人や大

学が参加することによって，出張講義がより多くの高校

でも行われるようになり，さらに，そこから得たアイデ

ィアと経験をもとに，情報通信技術の啓蒙活動をより効

果的に行えるときがくることを願っているからだ．

　今のところ，効果的な啓蒙活動について良いアイディ

アはない．機械工学のロボコン，数学の数学オリンピッ

クなどが参考になると思うが，情報科学分野で同じよう

なことを行っても女子高校生が積極的に参加するかどう

か疑問である．女子高校生が，あの人のようになりたい

とあこがれるようなスターやグループが育つような活動

ができたらと思う．なかなか良いアイディアは出てこな

いかもしれないが，他の国，中国やインドのように，ソ

フトウェア技術者に女性の占める割合の高い国々や，女

性向けのゲームをヒットさせた企業などから学ぶべきこ

とは学び，より多くの人が時間をかけて知恵を絞るべき

だと思う．

　そもそも，情報通信技術への社会的評価を高める広報

活動を，男女を問わず，中高校生に対して行うことは，

情報通信技術の将来のためにきわめて重要な投資となる．

さらに，女子中高生向けに情報通信技術の社会的役割を

広報することは，人材発掘の面から見ても，より効率

の良い投資である．今，日本において，大学だけでなく，

学会や企業が女子中高生向けの情報通信技術の広報活動

に真剣に取り組むことは，社会的要請の高い急務となっ

ている．
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